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K I N O H A U S F
コロナ以前にも、「差別と分断』が世界を切り裂いていた。

「外国人』「よそ者」『弱者」を強く排斥することで、

国内の選挙民の支持を樽る政治家が、あちこちで生まれていた。

日本も例外ではない。 /

コロナはこの傾向に拍車をかけつつある。姿を見せない『敵」=ウイルスに

死刑も、国家が放つ〈強い〉言葉の典型だろう。

怯える人びとの心は、いままで以上に、この種の排外的煽動に乗りやすい

今年は、奇しくも、7本の作品が、ここ数年に制作されたも</>だ。
死刑制度は、いま、ここで、払たちが直面している、逃れることのできない社会問題なのだ。
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『アメリカン・ブリス白て―』
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